〔研究ノート〕カンボジア農家が主体的に行なう生計記録による生計改善の試み Participatory Learning and Action(PLA)(主体的参加型学習と行動)の事例として by 米倉 雪子 & 昭和女子大学国際学科
1.はじめに
筆者は現在，NGOによるカンボジアの貧困農家に対する生計1改善支援策としての農業開発事業
が貧困削減に効果をあげるには，農業生産量の増加収入向上支援と同時に，医療費削減のため健康
増進活動もともなうことが必要であるという視点に立ち2，カンボジアにて共同調査を実施している3。
この共同調査は，対象者であるカンボジアの農家が主体的に生計記録および健康増進活動にとりくむ
ことを通して，自ら問題に気づき，状況の改善にとりくむ行動をとること（行動変容）をめざす
ParticipatoryLearningandAction（PLA）4（主体的参加型学習と行動）の事例であり，外部者が情
報収集を行なうことを主な目的とする調査とは異なる。この調査はActionResearchonLivelihood
andHealth（「生計健康アクションリサーチ」以下，ARLHとする）と称し，カンボジアの研究協力
者と農家の協力を得て実施している。
ARLHは，生計記録と健康増進活動を二本柱とし，2013年3月現在，3年計画のARLHの2年が
経過した。本稿はARLHの農家が生計記録を試みるActionResearchonLivelihood（ARL）に焦
点をあて，この2年間の経過を概説し，生計記録を通して理解が深まった事象について考察する。
ARLHのHealth（健康）活動ARHについては連携研究者である獨協医科大学の宮本和子氏による
将来の報告にゆだね，本稿には詳細を含めない。ARHも住民参加型の調査手法をとり，対象農家が
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1 本稿は英語livelihoodの和訳である「生計」という語を用いる。「家計」は世帯の収入と支出の量的質的
内容をさすが，本調査は農家の収支以外の農産物収穫量や成員の病気の記録なども含むため，「くらしを立
てるためのてだて」「生きていくための生活の方法」など，より広い意味をもつ「生計」の方が適切と考え
るからでもある。小学館（1994），新村（2008），濱嶋他（2005）参照。
2 農業開発事業によりカンボジアの最貧困農家の生計が向上しても，医療費が家計の重い負担となり，医療費
が借金をする第一の理由で，貧困削減の足かせとなっている事例については，米倉（2010）参照。カンボジ
ア農村家計の貧困状況について学術的研究を行なった矢倉（2008）は，農家が土地を売る最大の理由は医療
費で，医療費が農家の貧困化と経済格差拡大の主なきっかけとなっている，と論じた。
3 本調査は，平成2325年度，JSPS科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（挑戦的萌芽研究））
23651258の助成を受けている。
4 真崎（2010，pp.145147）によれば，主な住民参加型アプローチとして，参加型農村調査法（PRA:Partici-
patoryRuralAppraisal）と参加型学習と行動（PLA:ParticipatoryLearningandAction）がある。これ
らは「住民自身が自分たちの置かれている現状を把握分析し，生活改善にとって必要な取り組みをまとめ
た上で，具体的な行動へと移していくというそのプロセスを支援するアプローチ」で「外部支援者は必要に
応じて側面から助言する事はあるが，原則として主導権は握らない」。PRAは外部支援者による調査
（Appraisal）という意味合いが強く，PLAは人々自身による学習と行動（LearningandAction）をより
重視する。
調査に参加することで健康について意識を高め，調査終了後も健康増進活動を継続することをめざし
ている。乳幼児の成長が順調でないことを可視化することで，健康増進の重要性に対する農家の認識
が高まり，健康増進のための行動をとることが期待されている。
2.研究方法
ARLHの生計記録を筆者（研究代表者）が統括し，健康増進活動は連携研究者が統括している。当
初，健康増進活動は，「乳幼児の体重の変化」と「寄生虫感染状況」を指標とすることを想定してい
た。しかし，対象村で乳幼児の体重測定を始めたところ，健康に関して多くの課題が判明し，寄生虫
検査を行なわず乳幼児の体重測定のみでも一定の状況の把握が可能であることがわかった。そこで現
在，ARLH対象村では，「乳幼児の体重測定」のみを実施している。
ARLHの現地の研究協力者は，カンボジアNGOのカンボジア農業研究開発センター（CEDAC:
Centred・EtudeetdeDeveloppementAgricoleCambodgien/CambodianCenterforStudyandDevelopment
inAgriculture）5である。さらに，CEDACの支援によりカンボジア各地で農家が設立した農民協会
の協力を得ている。筆者と連携研究者の宮本氏は年二回，春と夏にカンボジア対象村を訪問する。両
者が現地にいない半年の間は，CEDAC担当者一名が毎月対象村を訪れ，同村の農民協会リーダーで
活動に共鳴する農民協会ボランティアが主体的に参加して活動を続けている。
農民協会は，CEDACによる農業生産改善のための有機農業技術研修と，農家同士の相互扶助を強
めるためのグループ活動を促進する研修を受けた農家が，主体的に参加して活動をしている組織であ
る。農民協会は村レベルで，貯金，幼苗一本植えによる稲作（SRI:System ofRiceIntensification），
野菜栽培，女性，青年などのグループ活動を行なっており，CEDACの研修による啓発と支援で，各
村の農民協会が相互ネットワークを組み，既に全国的な農民自然ネットワーク（FNN:FarmerNature
Network）を構築している。2009年6月付で，カンボジア全20県の内，11県1,104村で1,107の農
民協会が活動し，メンバーは約40,292人（内，約59％，23,591人が女性）である6。
ARLHがCEDACと農民協会ボランティアの協力を得て活動をすることにした理由は，農家の生
計健康増進活動が，ARLH終了後も持続していくためには，村で主体的に行動するボランティア
／リーダーがいることが必要だからである7。また今回のARLHは4村で始めたが，生計健康増進
に効果があがったならば，それがFNNを通じ，農民協会リーダーから他村の農民協会リーダーへと
伝えられて普及していく潜在的な可能性があると期待してのことである。
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5 CEDACは1997年7月に7人のカンボジア人が，持続的な有機農業と農家のグループ活動を促進するため
に設立した。CEDACは「エコロジカル農業（生態系に配慮した農業）の革新的な技術」を普及するが，エ
コロジカル農業による農産物を「organicproducts」と英訳しており，日本でも「有機農業」という言葉
が一般的なので，本稿でもそれを用いる。CEDACは海外からの支援を主な資金源として活用し，2011年5
月付で職員数236人（内，女性78人），カンボジア全20県の内，111郡686集合村4,632村で13万8,000
戸の農家（全戸数の約 5％）に直接支援をするカンボジア最大の農業農村開発 NGOである。CEDAC
（2011）参照。
6 CEDAC（2011）参照。
7 健康を基本的人権ととらえ，全ての人が健康を享受するには，疾病の治療や予防だけでなく，農業，教育，
住民自治などを含め，社会全体も視野に入れた包括的なとりくみが必要であるとする地域住民主体の保健活
動（CBHP:CommunityBasedHealthProgram）についてはワーナー他（1998）参照。
ARLH対象村の候補は，CEDACに趣旨を説明して活発な農民協会に声をかけてもらった。その
中で，農民協会リーダーがARLH活動に関心があり，ボランティアとして活動を担うことに関心を
表明してくれたプレイヴェン県とカンポット県から2村ずつ計4村の農民協会を選んだ。プレイヴェ
ン県では「農業生産改善と健康増進の支援策を統合した事業」である「HIV/エイズと共に生きる人々
（PLHA:PeopleLivingwithHIV/AIDS）事業」8がCEDACにより実施されるバープノム郡，カンポ
ングトラべク郡，プレアッスデッチ郡の全対象村141村の中から，バープノム郡チューカッチ集合
村の2村を選んだ。カンポット県では「農業生産改善と衛生栄養改善」の両方を教える農民協会に
よる事業が実施されるドングトング郡ドムナックソクラム集合村でFNN代表を務める農民協会リー
ダーが住む村であるクチアイカーンレッチ村を含む2村を選んだ。それら4村とは，カンポット
県クチアイカーンレッチ村とトロペアングルッセイ村，プレイヴェン県トロペアングサラー
村とスヴァイプラクラール村である。
健康増進活動の結果報告は連携研究者による将来の報告にゆだね本稿には詳細を含めないが，健康
増進活動により，貧困農家の生計が改善したかどうか変化を検証するため，生計記録シートに，農業
生産物と生産量，家計の収支，治療費，家族が疾病を患った日数や病名，などを含める形をとった。
実際に行なった生計記録活動の経過と，生計記録活動から見えてきたことを次に概説する。
3.生計記録活動の経過
2011年度から2012年度にかけ，次のように活動した。
31.対象村の選抜，季節カレンダー，生計記録ボランティアの募集
初年度2011年前半に連携研究者と調査実施計画の詳細をつめ，同年8月23日～9月10日にカン
ボジアを訪問した際，CEDACと協議して対象村としてカンポット県およびプレイヴェン県から各2
村ずつ計4村を選んだ。ARLHは保健に関連する活動であるため，同地域を担当する公立の保健セ
ンターも訪問し，ARLHについて説明した。地元関係者の理解を得ておくことが村での円滑な活動
には不可欠なためである。保健センターのスタッフは初回の村での会合には参加したが，その後の村
でのARLHに関心は無く，会合には参加していない。
対象の4村で農民協会と会議を開き，「農家の農業生産栄養健康増進による医療費削減と貧困
削減」に関するアクションリサーチ活動ARLHの目的を説明した。主な目的は次の二点とした。
①栄養失調⇒疾病⇒医療費負担⇒貧困⇒栄養失調⇒疾病…，という悪循環を断ち切り，農
業生産向上⇒栄養改善⇒健康増進⇒医療費削減⇒生計改善につなげる。
②農家自身が，農業投資と農業生産収入を把握し，管理することで支出と借金を減らし，貧困
化を防ぎ，生計改善につなげる。
そして各村で参加型手法を用いて農家と共に季節カレンダー（seasonalcalendar）を描いた（表1参
照）。カンボジア農村では成人識字率が20052010年でも78％と低い
9ため，季節カレンダーの項目
は文字ではなく絵で描き，状態が良好か劣悪か，量が多いか少ないか，なども絵や記号で描いた（図
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8 米倉（2011）参照。
9 ユニセフ（2012）参照。
1参照）。非識字者にわかりやすく参加しやすい
参加型手法は，インドで小規模農家に持続的農
業の普及を行なうオルデンドゥーSチャタ
ジー氏10に筆者が習い，適用した。チャタジー氏
はカンボジアで19951997年に活動し，CEDAC
が1997年に設立される前にCEDAC創立者の
コマ氏とも活動をしていた。
各村で季節カレンダーを農家と共に描くこと
により，カンボジアは雨期と乾期があり，何月
に飲み水や食料（主食の米野菜果物魚鶏
豚卵など）が不足するか，米の収穫と販売に
よって収入が多い月，結婚式や仏教行事などで
支出が多い月，猛暑や寒冷などで病気が多い月
の確認をした。描くことで可視化し，食料が不
足する月や支出が多い月を農家自身が再認識し，
問題の背景を考えるためであった。
一般的にカンボジアの農村で病気が多い月は，
1年でもっとも暑く安全な飲み水の確保が難し
くなる35月と，寒くなり始める1112月であ
る。4村の季節カレンダーでも同様であった。ただし，ある村では，1年を通して病気が多い，と参
加者は述べた。もしその村の他の農家でも同様ならば，その村特有の原因があるかもしれず，飲み水
や生活環境の汚染など原因を調べ，対策を考える必要があることを伝えた。
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10 チャタジー氏は「地域資源と生態系を重視した持続的農業と農村開発を主軸に活動を展開するインドのNGO」
DRCSC（DevelopmentResearchCommunication&ServicesCentre）http:/www.drcsc.orgの創立
者の1人で，現在は「研修テクニカルアドバイザー」である。
表1.季節カレンダー
月項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
雨期，乾期
きれいな飲み水
稲の収穫
食料
野菜収穫
果物収穫
魚
蛙
鶏
豚
卵
収入
支出
結婚式，仏教行事他
疾病 出所:筆者作成
図1.実際の季節カレンダーの例 出所:筆者作成
季節カレンダーを描いた後，各家族が1年間を通して生計記録をつけることが，さらに状況を理解
する一助になることを説明した。毎月，農産物（野菜，果物，魚肉，卵など）の収穫量自家消費量
販売量と収入，農業の経費，食費，疾病と医療費，貯金，借金などの記録をする生計記録ボランティ
アを募った。そして生計記録ボランティアに生計記録シートを配布し，記録方法を紹介した。ARLH
全体は3年計画だが，まず半年，原案の生計記録シートへの記録を試み，生計記録シートを改善して
から，本格的に1年間を通して記録することを説明した。
32.生計記録シートの改善とCEDACによる生計記録ボランティアへの月一回のフォローアップ
その後，半年，CEDAC調査補佐員が，月一回，4村を訪問し，生計記録ボランティアによる生計
記録を確認し，生計記録シートの改善を行なった。筆者は翌2012年2月17日～3月6日に半年ぶり
に獨協医科大学の連携研究者とカンボジアを再訪した。CEDAC調査補佐員から半年間の状況報告を
受け，課題について打ち合わせた後，4村を訪問した。FNN代表の地元であるカンポット県クチア
イカーンレッチ村農民協会が運営する週末学級ソクコマー学校も視察し，農民協会が活発であ
ることを感じた。CEDACの新たな試みとして，有機農業で起業して自立をめざす若手農家の育成事
業も始まっており，若手農家が研修合宿をしている農園も視察した。
また，1990年代からカンボジアで幼稚園への支援を続ける日本のNGO「幼いクメール人を考える
会（CYK:CaringforYoungKhmer）」が，10年以上，幼稚園児の体重と身長の記録をしているとい
うことが，このカンボジア滞在中にわかった。カンボジアでこのように長期間にわたって記録をとっ
ている例は非常に稀であり，そのデータ分析を連携研究者が実施することとなった。
このように順調にARLHは開始された。ところが筆者が帰国した後，CEDAC調査補佐員が3月
末に辞任してしまい，4月から新しい調査補佐員が任命された。筆者は新しいCEDAC調査補佐員に
は会えなかったが，生計記録ボランティアに使いやすい農産物の記録方法や生計記録シートの改善案
を日本から送り続けた。
新しい調査補佐員に会えたのは，半年後，2012年8月7日～24日に筆者と連携研究者がカンボジ
アを訪問した時であった。直接，ARLH活動の趣旨を説明したが，新しく就任した調査補佐員は農
民との関係づくりや活動の進め方に問題があったため，CEDACに交代を要請せざるをえなかった。
要請に応じて新たな3人目の調査補佐員をCEDACはすぐに任命したが，その夏に直接，会うこ
とはできなかった。問題があった2人目の調査補佐員から引き継ぎを受けただけでは3人目の新調査
補佐員にARLHの趣旨が伝わらず，活動が停滞する懸念があった。筆者は2012年12月26日～2013
年1月7日に再び単身，カンボジアを訪問した。3人目のCEDAC研究補佐員と初顔合わせをし，4
村を訪問した。新調査補佐員に直接ARLHの趣旨説明を行なうことができ，会って確認できたこと
は重要であった。停滞していた活動が再び前進し始めたと感じた。生計記録シートの改訂も続いた。
ARLHが農家から農家へと将来，広がるかどうかのカギを握るFNNの活動もかいま見ることが
できた。カンボジア滞在中，1月4日にCEDACとFNNによる精米所組合の結成大会が開かれ，視
察した。カンボジアではクメールルージュ政権による虐殺と強制労働のイメージがある。人々は
「組合」を嫌悪するため，農業協同組合が存在しない。この精米所組合の結成は，その負のイメージ
を乗り越える歴史的な一歩をCEDACとFNNが踏み出したことを意味する。FNN代表とも会い，
カンポット県クチアイカーンレッチ村農民協会が運営する週末学級ソクコマー学校も再訪した。
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33.生計記録活動のみを行なう新4村の選抜
2013年2月11日～26日，筆者はカンボジアを再訪した。2012年から改善を重ねてきた生計記録
シートに記入することで，生計について本人の理解が深まる様子が，先発4村で記録してきた生計記
録ボランティアの間に見られた。そこで健康増進活動を実施する先発4村と比較するため，健康増進
活動は行なわないで生計記録だけをつける新4村を選んだ。筆者は先発4村で健康増進活動を実施す
る連携研究者より先にカンボジアに入り，新4村を訪れた。その後，連携研究者と共に先発4村を訪
れ，農民協会リーダーと共に健康増進活動と生計記録活動を実施した。また先発4村でも生計記録の
新メンバーを募るため，各村で村人を対象に説明会を開き，過去1年，生計記録をつけた生計記録ボ
ランティアに，生計記録を行なった体験と記録の仕方を説明してもらった。
そして新4村でも生計記録の説明会を開き，過去1年，生計記録をつけた生計記録ボランティアに，
生計記録を行なった体験と記録の仕方を説明してもらい，新たに生計記録を始める有志を募った。新
4村はカンポット県クチアイカーンカウット村とトロペアングニール村，プレイヴェン県クル
オッ村とクレアング村である（表2参照）。
新4村の各村での説明会には3040人が集まった。生計記録を実際に始めると希望した者は，カン
ポット県クチアイカーンカウット村で約10人，同県トロペアングニール村で約20人，プレイ
ヴェン県クルオッ村で約26人であった。プレイヴェン県クレアング村では希望者リストを作らなか
ったため人数は不明である。いずれにしろ，CEDAC調査補佐員の感触では，1カ月後に実際に記録
を始める者は各村10人ほどではないかと予想している。
4.生計記録活動から見えてきたこと
これまでのARLの成果と課題を次にまとめる。
41.成果:生計記録シートの作成
冒頭で記したように，この調査は，対象者であるカンボジアの農家が，主体的に生計記録および健
康増進活動に参加することを通して，自ら問題に気づき，問題の改善にとりくむAction（行動）をと
ること（行動変容）をめざしており，「主体的参加型学習と行動（PLA）」の一事例といえる。呼称も
ActionResearchonLivelihoodandHealth（ARLH:生計健康アクションリサーチ）とし，「行動」
につながることを重視する姿勢を打ち出している。
生計記録シートの改訂は，CEDAC調査補佐員が生計記録をつけ始めた生計記録ボランティアと共
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表2.生計記録を行なう生計記録ボランティアがいる先発4村と新4村
県 名 先発4村 新4村
カンポット県
クチアイカーンレッチ村 クチアイカーンカウット村
トロペアングルッセイ村 トロペアングニール村
プレイヴェン県
トロペアングサラー村 クルオッ村
スヴァイプラクラール村 クレアング村
出所:筆者作成
に，筆者の原案の生計記録シートを使いやすく役立つものに改善していくプロセスをとった。原案は
半年から1年をかけて彼らの参加によって改訂を重ね，2013年の新サイクルから使われている1年
間の記録ができる生計記録シートへと改善された。これは，外部者である筆者から提案した原案を，
生計記録シートを使う当事者である農家（生計記録ボランティア）とCEDAC調査補佐員が協同で改訂
するPLAといえるものである。
筆者が草案した生計記録シートの原案は，生計記録の聞き取り調査で項目が多いと農家の負担が重
いことをふまえ，農家の負担にならないよう必要最小限の項目に限っていた。すなわち，農家が記録
することで，農業経費と収入，農産物の自家消費分，食費，疾病と医療費，貯金，借金がわかるよう
にした11。また原案では，参考にした家計簿にならい，農産物一種類につきA4縦一ページの表をあ
て，収穫自家消費販売量，農業収入経費を記入する形式であった（表3参照）。たとえば一種類
の野菜ごとに1カ月につき記録シート一枚，一種類の果物ごとに1カ月につき記録シート一枚，とい
う形式であった。
この生計記録シートの原案は，CEDAC調査補佐員が，生計記録ボランティアと協議し，大きく改
訂された。主な改訂点は2つであった。①一種類の野菜や果物につき記録シート一枚ではなく，1カ
月毎日，農産物の種類など項目ごとに分類した支出が一目でわかる見開きシートにする，②農産物だ
けではなく家計の収支を全て記録する。
この改訂により，A4横のシート見開き2ページで，1カ月の支出，収入がわかるような生計記録
シートとなった。その基本形をもとに，まず1カ月毎日の支出が項目別に一目でわかる表を作成した
（表4I参照）。次に，1カ月毎日の農業と非農業収入が項目別に一目でわかる表をつけ（表4II参照），
その次に1カ月毎日の農産物の収穫消費販売量が種類ごとにわかる表を入れた（表4III参照）。
そして最後のページに，その月に病気だった家族の人数と日数，固定資産，貯金の増減，借金の増減
を記入する表を含めた。また農家が農産物の収穫販売により農業投資の元をとるには1年かかるの
で，12カ月分の記録シートの最後の見開き2ページに1年の収支と収穫などの推移が一目でわかる
表をつけた。その1年間の表に，表4I，II，IIIの毎月の合計を記入する形式とした。
そしてカンボジア農村では識字率が低いため，これらの表の項目欄にイラストを入れて，一目でわ
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表3.生計記録シート【2011年夏の原案の例】
野菜の名前:
日付 収穫（kg） 自家消費（kg） 販売（kg） 収入（リエル） 農業経費:購入品名 経費（リエル）
1
2
計
出所:筆者作成
注）一種類の農産物（米，野菜，果物，鶏，卵など）ごとに収穫，販売などがあった日に記録し，1カ月につきA4縦
の記録シート一枚を使用
11 米倉（2010），羽仁（2008），工藤新井（1993）参照。
かるようにした。改訂版の生計記録シートが2013年1月から先発4村と新4村，計8村で使われて
いる。
また2012年秋には，非識字者が記録しやすいよう，農産物の収穫量を道具を使って記録する方法
を考案し，有志数人に試してもらった。中に区分けの仕切りがある箱のような容器に，農産物を収穫
するたびに収穫量に応じてツマヨウジなどのシンボルを決まった数だけ入れ，週一回，シンボルの数
を数えて表に記入する方法であった。この方法はインドで小規模農家に有機農業を普及するチャタジ
ー氏の助言も受けて筆者が考案した。しかし道具を試した生計記録ボランティアによれば，子どもが
オモチャがわりに遊んでしまったり，誰かがツマヨウジを使うと数の管理が難しく，記録者自身も道
具を使い忘れたりした。道具を試した生計記録ボランティアの大半の意見は，識字者には表に数値を
記入する方法が簡単であるということであったので，道具を用いて農産物を記録する方法は採用しな
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表4.生計記録シート【2012年以降の改訂版の例】
表4I.支出
日付
食 費 農業
投資
事業
投資
医療 教育
冠婚
葬祭
衣服 家財 計
米 野菜 果物 肉 魚 調味料 甘食 酒 煙草
1
2
30
31
計
表4III.農産物
日付 （kg）
野菜
（kg）
果物
（kg）
鶏卵
（個） アヒル卵
鶏
（kg）
アヒル
（kg）
魚
（kg）
豆
（kg）
貝，エビ，
蛙，他（kg）
収
穫
自
給
用
販
売
収
穫
自
給
用
販
売
収
穫
自
給
用
販
売
収
穫
自
給
用
販
売
収
穫
自
給
用
販
売
収
穫
自
給
用
販
売
収
穫
自
給
用
販
売
収
穫
自
給
用
販
売
収
穫
自
給
用
販
売
収
穫
自
給
用
販
売
1
2
30
31
計
出所:筆者作成
注）A4横シート見開きで1カ月ごとに毎日，項目別に記入。各月の項目別小計を年表に集計
注）実際の表の行数は31日分
表4II.収入
日付
農 業 日雇
労働
月給 贈与
家具，
手工芸品
小商い 計
 野菜 果物 鶏卵 アヒル卵 鶏 アヒル 魚 豚牛
1
2
30
31
計
かった。
42.成果:生計記録を行なった農家の意識化と行動の変化
CEDAC調査補佐員が毎月，4村を訪れ，生計記録ボランティアとの会合で彼らが述べた生計記録
についての感想と，筆者が半年毎に4村を訪れて直接，生計記録ボランティアから聞いた生計記録の
体験談の要点は，以下の通りである。
● 生計記録をつけ始めてから，支出が多く収入が少ないことを実感した。
● 何が大切な支出で何が大切でない支出かを考えるようになり，無駄な支出を減らすようにした。
たとえば衣服や靴を頻繁に買っていたが，必要がない時は買わないことにした。お酒や煙草を
買う量を減らし，外で友人とお酒を飲む回数を減らした。モーターバイクのガソリン代が高い
ので近い所は自転車か徒歩で行くようになった。毎朝，朝食を市場で食べていたが，家で家族
と食べるようにし，外食を減らした。野菜など農産物は，自給すれば市場で買わずにすみ，支
出を減らせるので，家庭菜園で自給を増やした。養鶏や養豚によって得た収入で，子どもの教
育費を捻出するようになった。トランプのけごとや宝くじの購入を減らした。携帯電話の新
機種が出るたびに買い替えていたが，無駄なので辞めた。携帯電話代も無駄に使わないように
なった。新車モーターバイクを買って乗っていたが，中古バイクに買い替え，一部を貯金し，
一部を子どもの学費にあてた。子どもが学校へ行く際，毎日，数百リエルを渡していたが，1
カ月の合計が多額であることに子どもが気づき，子どもは自らそれを貯金し，貯金で欲しい文
房具などを買うようになった。
● 以前は，お金があれば使うだけだったが，貯金をするようになった。
● 生計記録をつける前は，お金を何に使ったか記憶があいまいでわからなくなり，よく夫婦喧嘩
になった。しかし生計記録をつけ，何にお金を使ったかがわかるようになり，喧嘩が減った。
● 改訂された生計記録シートは，見開きで1カ月の支出や収入が一目で見られるのでわかりやす
い。
● 生計記録シートをつけ始める前は，養豚や自営の商いについて，その経費と売り上げを記録し
ていた。生計記録シートは，それ以外の収支も全て記録することによって全体が把握できるた
め，わかりやすく役に立つ。
● 生計記録シートは収支がわかり役に立つ。このプロジェクトが終わっても，記録したいので記
録シートを配ってほしい。
● 支出がわかり計画をたてられるようになった。年をとった時の備えも考えるようになった。以
前はお金を借りる時は不安だったが，今は何にどう使って利益をあげるかを考えられるので怖
くなくなった。前は短期計画だったが長期計画で考えるようになった。養鶏や養豚をする時の
投資と売って得る収入を考える。米も価格が安い収穫期に買い，価格が高くなる時期に売るよ
うに考える。
このように，生計記録シートを自ら記録することで，農家の意識が高まり，工夫して節約するなど
行動を変えたことがわかる。さらに，新4村で新たに生計記録ボランティアを募る際，生計記録を正
確につけられた先発4村の生計記録ボランティアが自らの体験と記録の仕方を説明した。このように，
NGOスタッフが説明をせず，有志の農家から農家へと紹介するように仲介することにより，農家が
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関心をもち実行できると感じて行動しやすくなる。また説明をする者（リソースパーソン）が地域住
民であり，事業終了後も地域に人材が残るため，活動継続の可能性もあると期待される。
43.生計記録ボランティアの課題
このように生計記録を行なった農家は，収入と支出がわかり，何が大切な支出で，何が節約できる
かを考えて行動するようになったと述べ，行動変容が報告されている。しかし同時に，いくつか課題
も見えてきた。
＊生計記録の難しさ:計算と記録の間違い
生計記録シートは改訂により，より使いやすく，1カ月の収支もわかりやすくなったが，生計記録
シートへの記入は生計記録ボランティアにとっては困難をともなっていた。記入が困難であるかどう
か記録をつけている生計記録ボランティアに訊くと，たいがい「難しくない，問題はない」「毎日，
記録するのは簡単だ。合計の計算が難しい」と答えた。筆者が彼らの生計記録シートの毎日の収支の
合計や，項目別の合計を計算してみると，計算間違いが多くあった。
計算間違いは計算を暗算するためではなく，原因の一つは計算機に数字や桁数を間違えて入力する
ためであった。すなわち100の位，1000の位，10000の位を混同して計算していることがあった。数
字の見落としや日付行欄の読み違いもあった。筆者は，当初，計算間違いは，記録シートが読み
にくく記入しにくいなど，シートそのものが使いにくいためであると考えた。そこで桁がわかるよう
点線の罫線を入れ，日付の数字を生計シートに印刷して，同じ日の欄が見開きA4横のシート全体で
ずれないようにするなど改善した。日付の読み違いや数字の見落としを防げるよう，横長の表の行
欄を間違えないよう30センチメートルの定規を配布した。それでも合計の計算が困難な生計記録ボ
ランティアがいた。また借金を収入とみなしたり，自分の借金の利子3％の計算ができない人もいた。
また桁をそろえやすいよう点線の罫線を入れたが，右詰めで数値を書かないために計算をする時に桁
を間違える者もいた。そこで縦の点線の罫線を入れた表に数値を書き入れる際，右詰めで書くことも
指導した。
生計記録ボランティアは農民協会リーダーであり，読み書き計算もできる。よって合計の計算がこ
こまで困難であるとは，生計記録活動を始める前，筆者は想定していなかった。このような困難は，
カンボジアでは1970年代から続いた内戦と70年代後半のクメールルージュ時代に知識人が集中的
に虐殺された歴史から，成人識字率が低いことに関連すると考えられる。特に農村においては，初等
教育の機会を逸した成人の識字率は低く，また現在も小学校卒業率が都市部よりも低く，農村と都市
の識字率の格差は課題である。農民協会リーダーは，村の農家の中でも読み書き計算ができる者が務
めており，この生計記録ボランティアも読み書き計算はできる。それでも日常的に読み書き計算をす
る機会が多いかどうか，慣れの問題もある。今後，より多くの一般の農家が生計を記録して生計改善
に役立つようにすることをめざすならば，さらに生計記録シートを使いやすくしたとしても，識字率
が低いことは課題として残るであろう。
ただし，識字率が低いという課題も，記録をつけることで書く能力が向上し，ある程度は改善でき
ると生計記録ボランティアもCEDAC調査補佐員も感じている。また，各世帯で初等教育を受けた
子どもや近親者が記録を手伝うなどの対策をとれば乗り越えられると考えられる。
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＊生計記録ボランティア数の減少
2011年夏に生計記録を始めた先発4村の生計記録ボランティアの数は，疾病や村外への出稼ぎ他，
様々な理由により徐々に減った。先発4村で，当初，生計記録に関心があり，月一回の会合に出てい
た生計記録ボランティアは計31人ほどであったが，実際に記録をつけ，2013年2月付で生計記録を
続けていた人数は18人であった。人数が減らなかったのはカンポット県クチアイカーンレッチ
村の9人のみで，同県トロペアングルッセイ村は8人が3人に減り，プレイヴェン県トロペアング
サラー村は6人が4人に，同県スヴァイプラクラール村は8人が2人に減った（表5参照）。
記録を続けた18人は2012年1月～12月あるいは2012年2月～2013年1月など，1年間，記録を
続けた。この1年は，試験的な試みであり，記入間違い，記入漏れ，計算間違いなど，課題はあった
が，筆者が知る限りにおいて，カンボジアで農家自身が自らの生計記録を1年間にわたって詳細につ
けた例は非常に稀であると思われる。この1年のデータの集計と分析は今後，行なわれる。
記録者の人数が減った理由としては，当初，生計記録シートの原案が記入しにくく，記録をつけた
有志が，記録と計算に時間と労力がかかるわりには有益だという実感をもちにくかったことも影響し
ているのではないかと筆者は考える。CEDAC調査補佐員は当初，生計記録シートについて「各村で
数名が非常に良く理解して記録しているが，大半は部分的に理解できているだけである」と月例報告
に記載していた。同様の感想は原案の生計記録シートを改訂版の生計記録シートに変えた2012年の
記録のサイクルが始まってからも報告されていた。
さらに，2012年4月にCEDAC調査補佐員が2人目の担当者に代わり，生計記録について農家へ
の指導が半年間，順調ではなかったということも生計記録ボランティアの理解が深まらなかった要因
の一つでもある。同年9月に3人目のCEDAC調査補佐員に代わってから，ていねいな指導となり，
計算間違いが多かった農家が間違えなくなったと報告されている。
一方，生計記録ボランティア達は，生計記録ボランティアの人数が減った主な理由は，農閑期に村
外へ出稼ぎに行ってしまい，残った家族が生計記録のやり方を知らないからだと言った。また，HIV
／エイズにより1人が死亡し，家族の疾病と看病のため1人が辞めた。さらに本人あるいは家族が糖
尿病で，毎月の治療費が高く，負担が大きいケースや，交通事故で治療費が負担となったケースもあ
った。いずれもカンボジア農村でよく見られる課題である。村外への出稼ぎについては，夫が生計記
録をつけていて村外に出稼ぎに行った場合，妻が記録の仕方を知らず，記録を中止するケースが見ら
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表5.生計記録シートへの記入者数
県 名 村 名
2011年秋の
会合出席者数
2013年2月
に継続中
カンポット県
クチアイカーンレッチ村 9 9
トロペアングルッセイ村 8 3
プレイヴェン県
トロペアングサラー村 6 4
スヴァイプラクラール村 8 2
合計 31 18
出所:筆者作成
れた。出稼ぎは，現金収入を得る重要な手段であるが，その経費や家族への負担などを差し引いても
利益があるかどうかを確認することが重要である。そのため出稼ぎに出た生計記録ボランティアの家
族にも生計記録は続けることを勧めているが，妻が読み書き計算ができない場合，生計記録は困難と
なり，課題として残されている。疾病については，栄養健康増進，予防策をとることなどが関連す
るため，長期的に日々とりくむべき課題である。
44.CEDAC調査補佐員に関する課題
PLAアプローチにおいては，現地でファシリテーションを担うCEDAC調査補佐員の能力が，活
動の成否のカギを握る。2011年8月から2013年3月まで約20カ月の間に2回，調査補佐員が交代
した。1人目の調査補佐員は，若手ながらも保健や栄養面にも関心が高かったため，愛知県のアジア
保健研修所（AHI）が実施する12アジア各地の村で人々の健康を守る保健ワーカーを育成する1カ月
の国際研修コースに派遣することを考えていた。しかし2012年3月末に結婚を機に退職し転職してし
まったため，国際研修は実現しなかった。後任の調査補佐員はCEDACの上級スタッフでベテラン
であったが，農家との関係や活動の進め方に難点があり，2012年夏にCEDACに要請して他のスタ
ッフに交代してもらった。3人目の調査補佐員はCEDACの中堅スタッフで2012年12月末に初めて
会い，村に同行したが，農家との関係も活動の進め方も上手く，新村で新たに生計記録活動を始める
にあたっても動機づけが非常に上手で優れていた。この3人目の調査補佐員は，生計記録ボランティ
アの過去の記録をさかのぼって毎月の合計を各自に確認させ，自らも確認し，訂正を促した。これに
より生計記録ボランティアも理解が深まり，計算や記録間違いが減った。この3人目の調査補佐員が
勤め続けてくれるかどうか，CEDAC調査補佐員の仲介の良し悪しもARLH活動の質と持続性のカ
ギを握っている。
5.まとめ 成果，残された課題と今後
本稿は3年計画のARLHの2年が経過した2013年3月現在，ARLHの内，農家の生計記録を試
みるActionResearchonLivelihood（ARL）に焦点をあて，この2年間の経過をまとめたものであ
る。この2年の成果としては，第一にCEDACの仲介によって農家と共により使いやすく役立つよ
うに改善した生計記録シート改訂版ができたことがあげられる。第二にその改訂版生計記録シートを
試験的に用いて，18人の農家の1年間の生計記録が集計されつつあることである。カンボジアの農
家自身が自らの生計を1年にわたって記録した例は非常に稀である。これはカンボジアの農家が1年
間に収穫した農産物の量自家消費量販売量，農業による収入，非農業収入，農業投資額，食費
教育費治療費その他の支出，病気だった家族の人数と日数，固定資産，貯金や借金の増減などの貴
重な事例となる。この結果が出れば，記録した農家自身も他の農家も，農業投資に対して農産物の収
穫と販売収入により，利益があったかどうかの確認や，借金や出稼ぎなどの負担経費に対して利益
があがるのかを考える上で参考にできる。
残された課題は主に三点ある。まず生計記録ボランティアの読み書き計算能力が弱い場合の対策が
必要である。第二に，3人目のCEDAC調査補佐員のような適任者の継続的な確保が不可欠である。
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12 AHI（2013）参照。
仲介役を担う調査補佐員の力量がARLHの成否を左右する。第三に生計記録ボランティアが出稼ぎ
や病気の治療を理由に生計記録を中断しないように対策をとる必要がある。
今後ARLHは，農民協会リーダーのみでなく，カンボジアの一般の農家にも改訂版の生計記録シ
ートへの記録を試みてもらう。そして，生計記録が生計改善に役立つかどうかを農家と共に考察して
いく。さらにARLHのもう一つの柱である健康増進活動と並行して行なうことで，栄養健康増進
と治療費や生計改善との関連を分析していく。また健康に不可欠な飲み水について，水質検査の実施
やその結果をふまえ，安全な飲み水の確保の方法なども農家と協議していく。これらの活動と農家の
行動変容，そして生計記録や栄養健康増進の状況は，短期間では大きく変化しないかもしれない。
よって今後も先発4村と新4村の生計記録ボランティアとして農家の協力を得て，1年間の生計記録
データをとることが重要であろう。それを基礎データとして，2年目（2014年）以降の状況を分析し
て課題を認識し，改善策を考え協議していくことが肝要であろう。
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